（府労連）
第１の要求について府労連との、これまでの良き労使関係については、今後とも維持していく。我々としては、この基本的立場に立って、職員の給与・勤務条件に関わる諸問題については、誠意をもって、府労連と十分協議を行っていく。
第２の要求について、人事委員会勧告は、労働基本権制約の代償措置であることから、基本的には尊重すべきものと考えている。
平成27年度の人事委員会勧告の取扱いについては、本府の厳しい財政状況等を総合的に勘案した結果、一部実施としました。職員の皆さんにとって非常に厳しい内容であり、大変心苦しく思っております。
第４の要求について、知事部局における技能労務職の行政職等への転任選考については、これまで５年間実施する中で、受験申込者数、合格者数ともに大幅に減少していることなどを総合的に検討した結果、終了することとしますが、対象職員への影響や皆さんの強い要望を踏まえ、今年度に限り実施します。
第12の要求について、早出遅出勤務の拡充については、様々な観点から検討を行っているところです。
その他の要求の諸事項については、先般、企画厚生課長から回答したとおり。


